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【要旨】　胃癌75例を対象としてA群（非肝転移）45例、B群（肝転移）30例、C群（対照）17例における糖
鎖抗原（sLea、　sLeX）およびレセプター接着分子（E一、　P一、　L一捻レクチン）の血清値（可溶性成分）を比較し、
これら接着分子による肝転移診断能について明らかにした。B群のsLea、　sLex、　E一図レクチン値はA群、　C
群と比較して有意に高値であった（p＜0．Ol）。これら三接着分子にカットオフ値を設定し三者の組み合わせ
による肝転移診断能を比較したところ、E一泊レクチンおよびsLea、　sLeXのいずれか一方の二者が陽性となる
肝転移診断率（sensitivity　63．3％、　specificity　93．3％、　accuracy　81．3％）が最も優れていた。　Sensitivityの成績は
スクリーニング検査として十分とはいえないが、specificityおよびaccuracyの成績から肝転移診断の特異性
の面において極めて有用と考えられる。
はじめに
　胃癌に対する診断技術の向上と手術方法の進歩に
より、その死亡率は次第に低下が認められる。しかし、
術後遠隔転移を原因として不幸な転帰に至る症例も
いまだ多数存在し、さらなる予後改善のためには有効
な治療法とともに転移巣の早期発見方法の確立が重
要と考える。癌の原発巣が転移巣を形成するために
は、多段階のステップを経て成立することが知られて
いる1）。殊に、肝転移成立において癌細胞が肝類洞内皮
に接着する際、糖鎖抗原やそのレセプター接着分子が
重要な役割を担っていることが、近年多数報告されて
いる2）一8）。
　本研究では接着分子の血清値による合理的な肝転
移診断法の確立を目的として、胃癌症例の肝転移診断
能について検討した。さらに、原発巣におけるsialyl
Lewis抗原の発現性および肝類洞内皮のセレクチン
ファミリーの発現性をあわせて検討した。
対象および方法
　1994年12月より1997年12月までに当院に入院し
た胃癌75症例（手術切除例52例、切除不能例23例）
を対象とし、同時期に入院した非担癌者17例を対照
とした。胃癌非肝転移症例45例をA群とし、うち早
期胃癌非肝転移13例をA1群、進行胃癌非肝転移32
例をA2群とした。また、画像診断上、胃癌同時性肝
転移30例をB群、非担癌者17例をC群とした。年齢
はA群が24から77歳（平均56．7歳）、B群が43から
86歳（平均65．6歳）であった。性別内訳はA群：男
性30例、女性15例、B群：男性26例、女性4例と男
性が多い傾向にあった。深達度（pT）はA群では、1；
13例、2；9例、3；15例、4；8例で、B群では、2；6
例、3；10例、4；8例、不明；6例であった。組織型は
A君羊が、tub　l；12例、　tub2；10例、　sig；6例、　por；16
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例、muc；1例、　B群はtub　1；7例、　tub2；10例、　por；
8例、pap；1例、不明；4例であった。以上のA群と
B群の臨床病理学的特性（患者背景因子）（年齢、性、
深達度、組織型）の分布に有意差は認められなかっ
た。また、B群とC群との間にも年齢、性の有意差は
認められなかった。
　検討方法を示す。術前に測定したリガンド糖鎖とレ
セプター接着分子の血中濃度を各群問で比較し、以後
の検討でとりあげる接着分子を選定した。次いで、選
定した各接着分子についてカットオフ値を設定して、
感度、特異度、的中率を求め、それらに基づいた肝転
移診断能について検討した。
　1．リガンド接着分子として、1）sialyl　Lewisa（以
下、sLeaと略す）、2）sialyl　Lewisx（以下、　sLexと略す）
の血清値を測定した。
　2．レセプター接着分子として、DE一セレクチン、
2）P一三レクチン、3）L一セレクチンの血清値を測定し
た。
　3．各接着分子についてカットオフ値を設定し、感
度、特異度、的中率を求め、それらに基づいた肝転移
診断能について検討した。
　4．切除症例より原発巣および肝類洞壁の各種免疫
染色を行い、免疫組織化学的検索を行った。免疫染色
には、抗E－SELECTIN抗体（生化学工業）、抗CA19－
9抗体（TFB）、抗KM－93抗体（協和メデックス）等を
使用した。
　5．統計解析方法
　各接着分子の血中濃度の平均値を各二間で比較す
る為に一元配置分散分析（one－way　layout　ANOVA）
を適用し、各群間の比較はStudent－Newman－Keul
（SNK）検定により行った。二群間の比較はt検定を用
いた。有意水準は便宜的にOD5に設定した。また、肝
転移の有無と各接着分子の関連性はκ2検定にて評価
した。さらに、接着分子を組み合わせた場合での肝転
移診断能をロジスティック回帰モデルの当てはめに
より検討した。
　6．サイトカインとして、IL－6、　IL－1β、　TNF一α、
TGF一β1の血清値を測定した。
成 績
1．リガンド接着分子の比較
　1）　sLea　（U／ml）
　B群（肝転移点）の平均値（334．5±611．9＝以降、平
均値±標準偏差を示す）は、A群（非肝転移群）およ
びC群（対照群）の平均値（53．8±182．2および
18．7±ll．5）と比較して有意に高値であった（p＜
0．Ol）。また、Al群の平均値（16．6±16．4）とA2群の平
均値（67．8±212．6）の間に有意差は認められないが、B
群の平均値はA2群の平均値と比較して有意に高値で
あった（p＜0．05）。
　2）　sLeX　（U／ml）
　B群の平均値（230．2±397．9）はA群、C群の平均値
（30．5±40．2、25．3±5．2）と比較して有意に高値であっ
た（p＜0．01）。また、Al群の平均値（23．1±6．0）とA2
群の平均値（33．6±47．4）の問に有意差は認められな
いが、B群の平均値はA2群の平均値と比較して有意
に高値であった（p＜0．Ol）。
2．レセプター接着分子の比較
　1）E一山レクチン（ng／ml）
　B群の平均値（57．5±34．1）は、A群およびC群の平
均値（32．7±14．7、42．3±17．4＊）と比較して有意に高値
であった（p＜0．Ol、＊p＜0．05）。また、　A1（34．7±135）
とA2（31．8±15．3）の両群問に有意差は認められず、B
群はAl、　A2＊両群と比較し有意に高値であった（p＜
O．05．　＊p〈ODI）．
　2）P一セレクチン（ng／ml）
　B群の平均値（208．70±134．86）は、A群（195．17±
135．72）と比較して有意差は認められなかった。
　3）L一セレクチン（ng／ml）
　B群の平均値（479．55±l18．13）はA群（610．96±
28252）と比較して有意差は認められなかった。
3．肝転移の有無とシアリルルイス抗原およびレセプ
　　ター接着分子との関連性
　前述の血清値の成績より、B群のリガンド糖鎖
（sLea、　sLeX）およびE一セレクチンの平均値は他群との
問に有意差を認めたことより、これら3つの接着分子
による肝転移診断能を比較し、合理的な組み合わせに
よる診断法について検討した。
　1）カットオフ値の設定
　（1）対照群（C群）の（平均値＋標準偏差）によ
るカットオフ値の設定
　対照群の平均値＋標準偏差をカットオフ値として
求めた感度、特異度、正確度（的中率）をTable　lに示
す。また感度と特異度の和が最大になる（的中率が最
大になる）濃度をカットオフ値とした場合について
も検討した。
　sLeaでは、対照群の平均値＋2×標準偏差である42
（U／ml）をカットオフ値とした場合の的中率が最大と
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なり、その際の感度、特異度、的中率はそれぞれ56．7％
（17／30）、82．2％（37／45）、72．0％（54／75）であった。また、
sLeXでは、対照群の平均値＋標準偏差である30（U／
ml）をカットオフ値とした場合、感度80．0％（24／30）、
特異度82．2％（37／45）、的中率8L3％（61／75）であっ
た。さらに、E一セレクチンでは、対照群の平均値42
（ng／ml）をカットオフ値とした場合、感度63．3％（19／
30）、特異度80．0％（36／45）、的中率73．3％（55／75）で
あった。
Table　1　The　cut－off　values　of　sLea，　sLeX　and　E－selectin
　　　　were　set　according　to　mean　and　standard　devia－
　　　　tion　for　the　diagnostic　significance　of　hepatic
　　　　metastasis
Mean sLea sLex E－selectin
cut－off　value
sensitivity　（％o）
specificity　（％o）
accuracy　（％）
20（U／ml）　25（U／ml）　42（ng／ml）
　63．3　83．3　63．3
　68．9　57．8　80．0
　66．7　68．0　73．3
Mean十SD sLea sLex E－selectin
cut－off　yalue
sensitivity　（o％）
specificity　（％o）
accuracy　（％）
31（U／ml）　30（U／ml）　63（ng／ml）
　63．3　80．0　36．7
　77．8　82．2　95．6
　72．0　81．3　72．0
Mean十2SD sLea sLex E－selectin
cut－off　value
sensitivity　（％o）
specificity　（％o）
accuracy　（％）
42（U／ml）　36（U／ml）　77（ng／ml）
　56．7　63．3　13．3
　82．2　91．1　978
　72．0　80．0　64．0
　（2）R㏄eiver　operating　characteristic　curve（以下、
ROC曲線と略す）に基づいたカットオフ値の設定
　sLea、　sLeX、　E一丁レクチンの各接着分子について、
Roc曲線を作成した（Fig．1、　Fig．2、　Fig．3）。　Roc曲
線に基づいたカットオフ値を設定するため、グラフ上
の左上から右下へ対角線を引き、この対角線とROC
曲線との交点をカットオフ値とした。カットオフ値お
よびそれにもとつく感度、特異度、正確度（的中率）
は、sLeaの場合カットオフ値は25（U／ml）に設定さ
れ、感度70．4％（19／27）、特異度70．5％（31／44）、的中率
70．4％（50／71）であった。sLexのカットオフ値は30
（U／ml）に設定され、感度80．0％（24／30）、特異度82．2％
（37／45）、的中率81，3％（61／75）であった。E一セレクチ
ンの場合カットオフ値は37．5（ng／ml）に設定され、感
度63．3％（19／30）、特異度68．9％（31／45）、的中率66．7％
（50／75）であった。
　2）合理的カットオフ値による肝転移の有無との
相関性（κ2検定）
　前述のカットオフ値設定の検討より、sLeaでは42
（対象群の平均値＋2×標準偏差）（U／ml）を、　sLeXで
は30（ROC曲線の交点）（U／ml）を、　E一セレクチンで
は42（対象群の平均値）（ng／ml）をカットオフ値とし
た場合の的中率が最大となるため、それらカットオフ
値による肝転移の有無との相関性をκ2検定により比
較検討した。その結果、肝転移の有無とsLea（Yates
Chi＝10．5625．　p〈O．Ol）．　sLeX　（Yates　Chi＝26．oo　15．
p＜0．Ol）、　E一塊レクチン（Yates　Chi＝12．1802、　p＜0．01）
との問に有意な正の相関を認めた。
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　3）肝転移診断能の最適な組み合わせ
　肝転移の有無を目的変数、三接着分子を説明変数と
したロジスティック回帰モデルを当てはめた。その結
果を回帰係数の推定値とWald検定に基づくp値に
要約してTable　2に示す。　E一セレクチンの回帰係数
0．0412は有意（p＝0．0214）であったが、sLexの回帰係
数0．0077のp値は0．1483と最も大きく、寄与度が相
対的に小さかった。次にこのロジスティック回帰モデ
ルに基づき、各症例について肝転移率を推定した。肝
転移を判定する為の境界値を0．2から05まで0．1刻
みで動かし的中率、感度、特異度を算出した（Table
3）。さらに、三i接着分子（sLea、　sLeX、　E一セレクチン）
を個々に説明変数としたロジスティック回帰モデル
を当てはめ検討した。sLea、　sLeX、　E一セレクチンを説明
変数としたモデルの回帰係数の推定値とWald検定に
基づくp値はそれぞれ0，0502（p＝O．0018）、0．00332
（p＝0．0150）、0．0129（p＝0．0492）であった。三接着分子
はそれぞれ独立しているとは言えず、また実地臨床の
便宜から変数を減らすことを考慮し、これら三接着分
子の組み合わせによる最適なモデルを、ステップワイ
ズ法による変数選択法を適用することで探索した。そ
の際、説明変数の取り込み基準、除外基準をともに
0．20とした。
　その結果sLea、　sLeX、　E一セレクチンの三接着分子全
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てを用いたモデルが最適モデルとして選択された。
4．免疫組織化学的検索
　1）胃癌原発巣：抗CAI9－9モノクローナル抗体
および抗KM－93モノクローナル抗体を用いた免疫染
色により、細胞膜の全周にsLea、　sLeXの強い陽性所見
を認めた。また、腫瘍細胞近傍の血管内皮に、E一セレ
クチンの陽性所見を認めた（Fig．4、　Fig．5）。
　2）肝転移巣：抗E一セレクチンモノクローナル抗
体の免疫染色により肝類洞壁は線状に陽性所見を認
め、これらは類洞内皮に一致するものと考えられた
（Fig．　6）．
Table　3　The　cut－off　values　of　sLea，　sLeX　and　E－
　　　selectin　were　set　according　to　a　logistic
　　　regression　model　for　the　diagnostic
　　　significance　of　hepatic　metastasis
Table　2　Results　of　a　fitting　logistic　regression　model
VariableEstimate　of　regression　　coeMcient
Standard　　　　p－valueerror
cut－off　valueaccuracy　sensitivity　specificity　（％）　（90）　（％）
sLea
sLex
E－selectin
O．0025
0．0077
0．0412
O．oo　15　O．1002
0．0054　O，1483
0．0179　O．0214
O．2
0．3
0．4
0．5
63．4
71．8
74．6
74．6
85．2
66．7
59．3
48．1
50．0
75．0
84．1
90．9
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Fig．4　This　specimen　was　taken　from　a　primary　gastric　tumor．
　　　（×200）
SLea　is　expressed in　a　linear　pattern　on　the　cancer　cell　membrane．
Fig．　5　SLeX　is　also　expressed　in　a　linear　pattern　on　the　cancer　cell　membrane．　（×200）
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Fig．6　This　liver　specimen　was　obtained　by　intraoperative　biopsy．　Expression　of　E－selectin　is　recognized　on　the　sinusoidal
　　　endothelium．　（　×　200）
　3）A2群の免疫染色二進行印癌非肝転移群の免疫
染色にて、原発巣にはE一セレクチンの発現は認められ
なかった。
5．サイトカインの成績
　1）　IL－6　（pg／ml）
　B群の平均値（23．2±23．4）は、A群およびC群の平
均値（6．6±65、3．7±3．7）と比較して有意に高値で
あった（p＜0．Ol）。
　2）　IL－16　（pg／ml）
　B群の平均値（ll．8±4．0）はA群およびC群の平
均値（12．7±4．5、10．4±0．9）と比較して有意差は認め
られなかった。
　3）　TNF－a　（pg／ml）
　B群の平均値（6．2±6．8）はA群およびC群の平均
値（14．7±61．6、5．0±0）と比較して有意差は認められ
なかった。
　4）　TGFfi－1　（ng／ml）
　B群の平均値（41．5±10。8）はA群およびC群の平
均値（35．8±9．8、37．5±10．0）と比較して有意差は認め
られなかった。
考 案
　癌細胞の転移機序については1973年Fidler1）によ
り癌転移の実験モデルが確立され、血行性転移成立に
多段階の過程を経過する必要性が報告されている。そ
れらは癌細胞の1）原発巣からの離脱と浸潤、2）血
管内への侵入、3）血管内移動、4）転移臓器の毛細血
管への着床、5）血管外への脱出、6）転移臓器におけ
る増殖等、複雑多岐にわたるステップであり、本研究
において検討した接着分子E一セレクチン、sLea、　sLeX
は、4）の段階に関与するとされている5）一12）。血管内皮
細胞に発現するE一団レクチンはセレクチンファミ
リーに属し、他にP一、L一セレクチンが存在する。これ
らセレクチンファミリーに属する分子は、N末端を細
胞外に、C末端を細胞内にもつ1型の膜貫通蛋白であ
り、細胞外部分はN末端よりC型レクチンドメイン、
EGF（epidermal　groWth　factor）ドメイン、補体結合ド
メインの3つのドメインから構成されている。三者の
違いは、補体結合ドメインの数の違いであり、E一、　P一、
L一セレクチンはそれぞれ5個、9個、2個の補体結合ド
メインの繰返し構造を持っている。また三者は共通す
る分子最外端のCタイプレクチン様ドメインを介し
て、相手側細胞表面の糖鎖リガンドと特異的に結合す
る2）一5）。セレクチンは元来、炎症反応における白血球と
血管内皮細胞との接着を媒体する分子として研究さ
れてきた13）。Lowe14）15）らは炎症時に白血球がセレクチ
ンを介して血管内皮に接着する際、白血球上のsLeXが
E一セレクチンのリガンドとして働くことを見出した。
また、神奈木16）一19）らは細胞の悪性化に伴う糖鎖の変
化により、癌細胞と血管内皮細胞との接着には、sLeX
のみならずsLeaもまた、E一セレクチンのリガンドとし
て機能している事を報告している6）。本研究では胃癌
症例を対象として、レセプター接着分子とリガンド糖
鎖の血清値について、肝転移の有無による比較および
肝転移診断能の検討を行なった。
　胃癌肝転移症例（B群）のsLeaおよびsLeXの平均
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二が他群と比較して有意に高値であり、また原発巣の
免疫染色より癌細胞膜にsLea、　sLeXの強い発現が確認
された。一般にsLea、　sLeXは非腫瘍組織においても
14．8％～50．8％発現しており、その癌特異性は低いとさ
れている20）。しかしsLea、　sLeXのカットオフ値をそれ
ぞれ42（U／ml）、30（U／ml）と設定した場合、カット
オフ値以上の症例数を各群について比較してみると、
A2群はsLea　32例中7例（21．9％）、　sLex　32例中6例
（18．8％）であった。一方、B群はsLea　30例中17例
（56．67％）、sLex　30例中24例（80．00％）の血清値がカッ
トオフ値以上であり、A2群とX2検定にて比較しその
症例数比は有意（p＜0．05）に高値であった。このこと
は、癌細胞の糖鎖抗原発現の増大に伴い血行性転移を
きたし易い形質を獲得したことが示唆される。さら
に、これら糖鎖抗原とレセプター／リガンドシステム
の関係にあるE一如レクチン6）15）の血清値が、B群にお
いて他群と比較し有意に高値であった。また、免疫染
色により肝転移巣の類洞内皮にE一セレクチン発現が
確認されており、血清値に反映していることが示唆さ
れる。ただしE一将レクチン値の上昇が肝類洞内皮以外
に由来する可能性について確認する必要がある。肝転
移症例がいずれもStage　IVの進行癌であることから、
E一セレクチンの血清値上昇は原発巣の増大に伴う二
次的反応の可能性も否定できない。このため当初、画
像診断上肝転移のない早期胃癌をA群（本研究では
Al群）として設定したが、前述のごとく進行癌にお
ける二次的炎症によるレセプター接着分子発現に及
ぼす影響を比較するため、非肝転移進行癌（A2群）を
分離しその血清値を比較した。A2群のE一セレクチン
値とAl群の問に有意差はみられず、さらにA2群の
原発巣にはE一セレクチンの発現は認められなかった。
Steinhoflf2　i）らの報告によれば、肝類洞内皮にはE一セレ
クチンの発現は本来ないとされている。また、IL－1や
TNF一α等のproin且ammatory　cytokinesの刺激により
血管内皮細胞に一過性に発現誘導されることが知ら
れている22）23）。すなわち、癌細胞における糖鎖抗原の発
現増強やIL－1、　TNF一αの誘導が内皮細胞を刺激し24）、
類洞内皮にE一セレクチン発現を促し、癌細胞は転移標
的臓器に対しても転移形成しやすい環境を整えるこ
とが示唆される。本研究では、各群についてIL－6、　IL－
1β、TNF一α、　TGF一β1の比較検討を行い、　B群のIL－6
のみが他群と比較し有意ψ＜0．Ol）に高値であった
が、その他のサイトカインは各群間に有意差を認めな
かった。IL－6は、癌細胞の運動能や遊走能を高める因
子として転移に関与することが多数報告されている。
IL－6は癌細胞からの分泌によりオートクラインある
いは他のサイトカインを介してパラクラインに自己
（癌細胞）の運動能、遊走能を高める。殊に、HGF（He－
patocyto　growth　factor）はIL－6の誘導により間質細胞
より分泌され、パラクラインに運動能を高めるととも
に肝類洞内皮におけるレセプター接着分子の発現を
誘導しているとされている25）一30）（Fig．7）。
　以上の成績を踏まえ、75症例の接着分子（E一世レク
チン、sLea、　sLex）の血清値を基にROC曲線を作成し
肝転移診断能を比較した。ROC曲線は、各濃度による
感度と特異度に対する曲線であり、感度と特異度がと
HGF　T
　　　　i・Niii　iiii））bhb
Interstitial　cell
Cancer　cel1
2Ml　et
　　　　IL－6↑
　　　　TGF－B1？
　　　　TNF－ev　？
　　　　IL－IB　？
Invasion　ofvein
　　　　　　Hepatic　metastasis
sLea↑軌↑
舳㎞i
Sinusoidal　endothelial　cell
Fig．　7　Cancer　cells　have　higher　metastatic　ability　with　interaction　of　interstitial　cells．　lt　is　highly　suspected　that　E－selectin　and
　　　carbohydrate　antigens　（sLea，　sLeX）　with　cytokine　（HGF，　IL－6）　expression　are　involved　in　the　system　of　invasion　and
　　　metastasis．
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もに100％の点を通る曲線が得られたときROC曲線
の曲線下面積は1になり、この面積が1に近い程、性
能の高い判定指標となる。sLea、　sLeX、　E一セレクチンの
曲線下面積はそれぞれ0．715、0．850、0．773であり、sLex
の面積が最も大きかった。さらにROC曲線から各接
着分子についていくつかのカットオフ値を設定し、肝
転移診断能を検討した結果、sLeXでは30（U／ml）を
カットオフ値とした場合、感度、特異度、的中率とも
に80％台の値が得られ、他の接着分子に比して高い診
断能が得られた。sLeX以外の接着分子（E一三レクチ
ン、sLea）の感度が比較的低かったのは、　B群では測定
値のバラツキが大きく低値症例があったためと思わ
れる。
　三接着分子の血清値と肝転移の有無の相関性は、ロ
ジスティック回帰モデルを当てはめた結果、血清値が
大きくなるにつれ肝転移率の上昇することが示唆さ
れた。しかし、三者の組み合わせによるロジスティッ
ク回帰モデルの肝転移的中率はsLeXを単独で用いた
場合の的中率を上回るものではなく、ロジスティック
回帰モデルの当てはめに基づいた診断効率は必ずし
も思わしくなかった。一方、sLeXの回帰係数のp値は
0．1483と三者中景も大きく、他と比較して寄与度が相
対的に小さいことが示唆された。そこで、これら三接
着分子の組み合わせによる最適モデルをステップワ
イズ法により探索した結果、全てを用いたモデルが選
択されたため、三者による肝転移診断能の検討を行っ
た。各因子のカットオフ値は、C群の平均値あるいは
ROC曲線から求めた的中率のより良好となる成績を
選択した。すなわち、sLea、　sLeX、　E一二レクチンのカッ
トオフ値をそれぞれ42（U／ml）、30（U／ml）、42（ng／
ml）と設定した。三接着分子すべて陽性となる症例は
A群45例中1例、B群30例中11例であり、これらに
よる肝転移診断率はsensitivity　36．7％、　specificity　97．8％、
accuracy　73．3％であった。一方、　E一セレクチンおよび
sLeaあるいはsLexの二者陽性症例はA群45例中3
例、B群30例中19例であり、その肝転移診断率は
sensitivity　63．3％、　specificity　93．3％、　accuracy　81．3％で
あった。三接着分子全てが陽性となる場合よりも、sLea
あるいはsLexのいずれか一方およびE一セレクチンの
二者陽性による肝転移診断率の成績（accuracy）が良
く、本研究からは後者を選択するべきであろう。後者
のsensitivity（63．3％）はスクリーニング検査としては
決して十分とはいえないが、specificity（93．3％）および
accuracy（81．3％）の成績から肝転移診断の特異性にお
いて極めて有用と言える。
結 語
　胃癌の肝転移診断能は、E一セレクチンおよびsLea、
sLeXのいずれか一方の二者のカットオフ値以上を陽
性とした場合の診断率（sensitivity　63．3％、　specificity
93．3％、accuracy　81．3％）が最も優れており、　specificity
およびaccuracyの成績から肝転移診断の特異性の面
において極めて有用と考えられる。
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The　diagnostic　significance　by　carbohydrate　antigens
　　　　　and　receptor　adhesion　molecules　fbr　hepatic
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　metaStaSIS　m　gaStrlC　CanCer
Motoyoshi　NAGATE，　Tatsuto　ASHIZAWA，　Tatsuyuki　YAMAZAKI，
　　　　　　　　　　　　　　Tatsuya　AOKI　and　Yasuhisa　KOYANAGI
Department　of　Surgery，　Tokyo　Medical　University
Abstract
　　　　In　75　patients　with　gastric　cancer　and　17　controls　（healthy　volunteer），　we　statistically　compared　the　serum　value　of
carbohydrate　antigens　（sLea，　sLeX）　and　receptor　adhesion　molecules　（E一，　P一，　L－selectin）　among　three　groups　as　follows：　group
A　（gastric　cancer　without　hepatic　metastasis）　45　cases，　group　B　（gastric　cancer　with　hepatic　metastasis）　30　cases，　and　group　C
（control）　17　cases，　and　investigated　the　diagnostic　significance　of　these　adhesion　molecules　in　relation　to　hepatic　metastasis．
SLea，　sLeX　and　E－selectin　values　in　group　B　were　significantly　higher　than　those　in　group　A　and　C　（p〈O．Ol）．　With　regard
to　their　diagnostic　significance　for　hepatic　metastasis，　when　the　cut－off　values　of　the　three　adhesion　molecules　were　set
respectively　at　42　for　sLea，　30　for　sLeX　and　42　for　Eselectin，　the　sensitivity　was　63．3％o，　specificity　93．3％o，　and　accuracy　81．3％o．
Our　results　indicate　that　the　three　adhesion　molecules　could　have　high　specificity　for　hepatic　metastasis．
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